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レ
コ
ー
ド
文
化
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
ロ

ッ
ク
音
楽
、
グ
ル
ー

プ
サ
ウ
ン
ズ
・
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
の

全
盛
期
が
青
春
時
代
。
町
に
は
レ

コ
ー
ド
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
店

舗
内
に
は
ど
う
い
う
わ
け
か
ギ
タ

ー
の
類
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
頃
の
Ｌ
Ｐ
盤
は
２
０
０
０
円
ぐ

ら
い
で
廉
価
の
１
０
０
０
円
盤
も

あ
っ
た
が
、
今
か
ら
思
う
と
か
な

り
高
価
で
あ
っ
た
気
が
す
る
▼
最

近
ふ
と
昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り

あ
る
曲
が
聞
き
た
く
な
っ
た
。
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
フ
ォ
ア
の
「
花
は
ど
こ

に
行
っ
た
」。
便
利
な
こ
と
に
近

年
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
簡
単
に

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
調
べ
て
み

る
と
強
力
な
反
戦
歌
と
さ
れ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
関
与
し
た
こ
ろ
に
ヒ
ッ
ト
し
た

▼
花
は
ど
こ
に
行
っ
た
〜
少
女
た

ち
が
摘
ん
で
い
っ
た
〜
少
女
た
ち

は
ど
こ
へ
行
っ
た
〜
夫
の
も
と
に

〜
夫
は
ど
こ
へ
行
っ
た
〜
夫
た
ち

は
兵
士
に
な
っ
た
〜
兵
士
は
ど
こ

に
行
っ
た
〜
兵
士
は
死
ん
で
お
墓

に
行
っ
た
〜
お
墓
は
ど
こ
に
行
っ

た
〜
お
花
で
覆
い
つ
く
さ
れ
た

（
繰
り
返
し
）
最
後
に
「
い
つ
に

な
っ
た
ら
わ
か
る
の
だ
ろ
う
」
で

締
め
く
く
ら
れ
る
▼
戦
争
は
抑
止

力
で
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
戦
争
は
破
壊
・
死
・
憎
し
み
し

か
生
み
出
さ
ず
、
理
論
も
言
い
訳

も
通
用
し
な
い
。
現
在
の
ア
メ
リ

カ
を
中
心
と
し
た
世
界
情
勢
か
ら

も
よ
く
理
解
で
き
る
は
ず
だ
▼
世

界
は
文
化
、
芸
術
、
経
済
で
強
く

結
び
つ
い
て
お
り
猿
田
佐
世
氏
の

提
唱
す
る
マ
ル
チ
ト
ラ
ッ
ク
外
交

も
実
際
に
あ
る
。
話
し
合
い
・
信

頼
・
交
流
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は

明
々
白
々
。
現
に
先
日
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ

で
も
ア
メ
リ
カ
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が

立
派
な
試
合
を
行
っ
た
で
は
な
い

か
。
再
度
繰
り
返
す
「
い
つ
に
な

っ
た
ら
わ
か
る
の
だ
ろ
う
」（
無
）

２０２６年(令和８年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１３０号（１）
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研
面
究

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

新点数Q&A〈医科①〉

新点数Q&A〈歯科①〉
２面

４面診内研より「浮腫のみかた
～Key Wordを手がかりに～」

近
畿
厚
生
局
兵
庫
事
務
所
に
指
導
等
改
善
を
要
請

懇
切
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
よ
う

周
知
徹
底
し
た
」
と
説
明
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
特
定
の
事
務
官
に

よ
る
威
圧
的
な
態
度
に
関
し
て
は

継
続
し
て
声
が
上
が
っ
て
お
り
、

協
会
は
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
確

実
に
是
正
を
図
る
よ
う
求
め
た
。

　

関
連
し
て
指
導
直
前
に
カ
ル
テ

に
追
記
さ
れ
た
記
載
事
項
に
つ
い

て
、
事
務
官
が
主
導
し
て
記
載
を

認
め
ず
、
結
果
に
お
い
て
も
返
還

事
項
と
さ
れ
た
事
例
が
あ
り
、
追

記
・
修
正
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な

取
り
扱
い
が
従
来
か
ら
の
も
の
で

あ
る
か
を
確
認
し
た
。

　

兵
庫
事
務
所
は
「
レ
セ
プ
ト
請

求
の
時
点
で
算
定
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
自
主
返
還
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
の
が
原
則
だ
」
と
回
答
し
つ

つ
、「
療
養
担
当
規
則
上
は
『
遅

滞
な
く
…
記
載
』
と
の
規
定
し
か

な
い
」「
記
載
は
あ
る
が
不
十
分

な
点
を
補
う
追
記
で
あ
れ
ば
自
主

返
還
ま
で
は
求
め
て
は
い
な
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

弁
護
士
帯
同
へ
の
対
応
改
善
に

つ
い
て
は
、「
指
導
等
は
あ
く
ま

で
保
険
医
に
対
し
て
行
う
も
の

で
、
弁
護
士
帯
同
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
裁
量
の
範
囲
で
認
め
て
い

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
」
と
回
答
。
協
会
は
、「
指
導

時
に
弁
護
士
を
帯
同
す
る
の
は
被

　

協
会
は
３
月
12
日
、
近
畿
厚
生
局
兵
庫
事
務
所
に
対
し
、
新
規
指

導
や
個
別
指
導
（
以
下
、
指
導
等
）
の
改
善
を
求
め
て
懇
談
を
行
っ

た
。
協
会
か
ら
は
西
山
裕
康
理
事
長
、
宮
武
博
明
審
査
対
策
部
長
、

お
よ
び
近
重
民
雄
副
理
事
長
、
脇
野
耕
一
理
事
が
出
席
し
、
近
畿
厚

生
局
兵
庫
事
務
所
の
田
川
努
所
長
お
よ
び
堀
孝
彦
指
導
課
長
が
応
対

し
た
。

懇談に先立って１月８日、近畿厚生局に提出した改善要望書

　

協
会
・
保
団
連
は
３
月
19
日
、

中
央
要
請
行
動
を
実
施
し
、
患
者

負
担
増
の
中
止
と
国
民
皆
保
険
制

度
の
堅
持
を
求
め
た
。
兵
庫
協
会

か
ら
は
武
村
義
人
・
白
岩
一
心
両

副
理
事
長
、
川
西
敏
雄
参
与
が
参

加
。
今
回
は
日
本
共
産
党
の
辰
巳

孝
太
郎
衆
議
院
議
員
と
面
談
し
、

同
日
昼
に
は
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
前
で
「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増　

国
会
前
集
会
」
を
開
催
、
１

５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

辰
巳
議
員
と
の
面
談
で
は
、

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
の
保
険
外
し

や
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
、「
受
診
抑
制
を
招
き
、

必
要
な
医
療
を
遠
ざ
け
る
」
と
訴

え
、
患
者
の
実
例
も
示
し
「
学
費

と
の
両
立
で
治
療
を
た
め
ら
う
」

な
ど
切
実
な
声
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
辰
巳
議
員
は
、

「
負
担
増
が
受
診
抑
制
に
つ
な
が

る
の
は
明
ら
か
。
命
と
健
康
を
守

る
立
場
か
ら
問
題
点
を
た
だ
す
」

と
応
じ
た
。
さ
ら
に
、「
社
会
保

障
を
削
っ
て
財
源
を
生
み
出
す
発

想
は
本
末
転
倒
だ
」
と
述
べ
、
現

場
の
声
を
踏
ま
え
国
会
論
戦
に
臨

む
姿
勢
を
示
し
た
。

国
会
前
で
患
者
・
医
師
ら

１
５
０
人
が
予
算
案
採
決
に
抗
議

　

同
日
昼
の
国
会
前
集
会
で
は
、

患
者
と
医
療
関
係
者
が
共

同
し
て
抗
議
の
声
を
上
げ

た
。
３
月
13
日
に
衆
議
院

で
高
額
療
養
費
の
負
担
増

を
含
む
予
算
案
が
強
行
採

決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た

も
の
で
、
１
５
０
人
が
参

加
し
た
。

　

保
団
連
の
竹
田
智
雄
会

長
は
、
患
者
が
署
名
に
次

々
と
応
じ
て
い
る
実
感
を

語
り
「
必
ず
負
担
増
を
食

い
止
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

乳
が
ん
や
大
腸
が
ん
、
難
病
な

ど
の
患
者
が
、
制
度
に
支
え
ら
れ

て
き
た
実
体
験
と
と
も
に
、「
負

担
増
は
治
療
継
続
を
脅
か
す
」
と

訴
え
た
。

　

会
場
で
は
白
衣
の
医
療
者
と
患

者
が
と
も
に
「
患
者
負
担
増
を
や

め
ろ
」
と
国
会
に
訴
え
た
。
山
添

拓
参
議
院
議
員
（
共
産
）
も
駆
け

付
け
、
参
加
者
を
激
励
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
武
村
副
理
事

長
は
、「
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
、

聞
こ
え
て
い
ま
す
か
」
と
呼
び
か

け
、
憲
法
99
条
の
憲
法
尊
重
擁
護

義
務
と
、
憲
法
25
条
が
保
障
す
る

生
存
権
、
社
会
保
障
増
進
の
国
の

責
務
に
言
及
し
、「
国
権
の
最
高

機
関
に
属
す
る
皆
さ
ん
が
、
が
ん

患
者
さ
ん
や
難
病
患
者
さ
ん
の
生

き
る
希
望
を
奪
っ
て
い
い
の
で
す

か
」
と
厳
し
く
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
受
診
抑
制
を
前
提
と

指
導
者
が
不
安
な
た
め
で
あ
り
、

そ
の
不
安
は
不
適
切
な
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
実
態
が
現
に
あ
る
こ

と
に
よ
る
も
の
」
と
指
摘
し
、

「
現
状
に
お
い
て
被
指
導
者
が
安

心
し
て
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

配
慮
す
べ
き
」
と
重
ね
て
要
望
し

た
。

署名にご協力ください！署名にご協力ください！
「「ロキソニンやアレグラなどロキソニンやアレグラなど
　薬の追加負担はやめてください　薬の追加負担はやめてください」」

署名用紙のお申し込み・　　　　　　　　
お問い合わせは、☎078－393－1807まで　

オンライン署名は
こちらから

兵庫県保険医協会　第107回評議員会兵庫県保険医協会　第107回評議員会

　現在、政府は、高額療養費制度の上限額引き上げや金融所得捕
捉による後期高齢者の２割・３割負担対象者の拡大など、患者の
自己負担増政策を次々と進めようとしています。これらの政策の
根拠となっているのが、窓口負担の「応能負担」です。社会保障
制度や地方財政制度とその住民への影響について、計量経済学の
分野から研究され、所得水準によって、窓口負担割合が変わると
いう「応能負担」の問題点を指摘されている安藤先生に、患者負
担の「応能負担」が患者・住民にどのような影響を与えるのか、
今後の政策はどうあるべきなのか、お話いただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

日　時　５月17日（日）13時～　　　会　場　協会５階会議室

特別講演　16時～　 「患者への『応能負担』が生み出すもの」
講　師　立教大学経済学部　教授　安藤　道人氏

し
た
制
度
設
計
の
問
題
を
指
摘

し
、「
患
者
の
命
と
健
康
を
守
る

立
場
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
」
と
強

調
。「
患
者
さ
ん
と
と
も
に
社
会

保
障
充
実
を
求
め
、
諦
め
ず
に
声

を
上
げ
続
け
よ
う
」
と
呼
び
か

け
、
行
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

近
年
、
指
導
時
の
指
導
医
療
官

や
事
務
官
の
威
圧
的
と
思
わ
れ
る

態
度
に
よ
り
、「
一
方
的
な
決
め

つ
け
で
指
導
さ
れ
、
こ
ち
ら
の
説

明
を
無
視
さ
れ
た
」「
暴
言
に
よ

り
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
」
な
ど

の
声
が
協
会
に
複
数
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
是
正
を
求
め
た
。
ま

た
、
指
導
等
に
帯
同
し
た
弁
護
士

か
ら
、
被
指
導
者
と
弁
護
士
の
席

が
離
れ
て
設
置
さ
れ
、
被
指
導
者

の
隣
に
移
動
す
る
こ
と
を
拒
否
さ

れ
る
と
の
訴
え
が
上
が
っ
て
お

り
、
運
用
の
改
善
を
求
め
た
。

　

懇
談
に
先
立
っ
て
１
月
８
日
に

改
善
要
望
書
（
上
）
を
手
交
し
て

お
り
、
兵
庫
事
務
所
は
「
職
員
に

（上）国会議事堂前で「患者負担増スト
ップ！」をアピール（下）辰巳孝太郎
衆議院議員（左２人目）と面談　　　

高額療養費改悪・
「OTC類似薬」保険外しに抗議

３・３・1919中央要請行動　患者負担増ストップへ中央要請行動　患者負担増ストップへ

威
圧
的
な
指
導
等
の
是
正
求
め
る

医科：☎ 078－393－1840
歯科：☎ 078－393－1809

審査・指導でお悩みの際は審査・指導でお悩みの際は
保険医協会にご相談ください！保険医協会にご相談ください！
専門スタッフが親身に対応いたします。専門スタッフが親身に対応いたします。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１３０号２０２６年(令和８年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行) （２）

〈初診料〉
Q１　「Ａ000」初診料の注１の施
設基準に規定する、新興感染症に対
する対策の研修について、「（抗菌薬
の適正使用を含む。）」が追加された
が、どのような内容の研修が該当す
るのか。（問１）
A１　抗菌薬の適正使用に関する研
修の内容は、「抗微生物薬適正使用
の手引き第四版　歯科編」（厚生労
働省健康・生活衛生局感染対策部感
染症対策課・医政局歯科保健課）を
参考にすること。なお、2026年５月 
31日までに受講する研修について
は、当該内容が含まれていなくても
よいが、2026年６月１日以降に受講
する研修には、本内容が含まれてい
る必要がある。
編注  追加された研修について、常
勤歯科医師による４年に１回以上の
次回の定期受講の際に「抗菌薬の適
正使用」の内容が含まれている研修
を受講してください。協会では次回
５月10日14時から（案内下記）と７
月12日10時から企画しています。ぜ
ひご参加ください。なお、歯初診の
再届出は不要で、厚生局への８月報
告もなくなりました。

〈電子的歯科診療情報
連携体制整備加算〉

Q２　2026年５月31日において現に
医療DX推進体制整備加算（医DX）
の施設基準を届け出ている保険医療
機関が、同年６月１日以降に電子的
歯科診療情報連携体制整備加算を算
定する場合は、改めて届出を行う必
要があるか。（問２）
A２　改めて届出を行う必要があ
る。
編注  医療情報取得加算と医DXが
廃止され、歯DX１・２として届出
します。届出後は明細１点は算定不
可です。

〈電子的診療情報
連携体制整備加算〉

Ｑ１　５月31日において現に医療
DX推進体制整備加算の施設基準を
届け出ている保険医療機関が、同年
６月１日以降に新設される「電子的
診療情報連携体制整備加算」を算定
する場合は、改めて届出を行う必要
があるか。
Ａ１　改めて届出を行う必要があり
ます。

〈生活習慣病管理料〉
Ｑ２　生活習慣病管理料（Ⅰ）及び
（Ⅱ）について、「予約診療を実施
している保険医療機関については、
患者と相談の上、当該保険医療機関
に次回受診する日の予約を行うこ
と。また、予約診療を実施していな
い保険医療機関については、患者と
相談の上、次回受診する日を決める
こと」とされたが、患者の都合によ
り次回受診する日付が確定しない場
合はどのように対応したら良いか。
Ａ２　患者の都合により予約または
受診を行う日付が確定しない場合に
ついても、次回の受診が必要な時期
について、患者に対して十分な指導
を行って算定してください。
Ｑ３　生活習慣病管理料（Ⅰ）につ
いて、６カ月に１回は必要な血液検
査等を行うこととされ、「他の医療
機関で実施した血液検査等の結果を
参照できる場合等はこの限りではな
い」とあるが、特定健康診査その他
の健康診断等において血液検査等を
受けている患者について、当該検査
の結果を参照できる場合も含まれる
のか。
Ａ３　含まれます。

〈リハビリテーション
総合計画評価料〉

Ｑ４　リハビリテーション総合計画
評価料１および２について、「２回

〈口腔機能実地指導料〉
Q３　「Ｂ001-2-2」口腔機能実地指
導料の施設基準について特掲診療料
施設基準通知別添１の第 13 の４の
２ の（ １ ） に お い て、「 令 和 ９
（2027）年５月31日までの間、１の
（１）に該当するものとみなす。」
とされているが、「口腔機能発達不
全症及び口腔機能低下症の概要、検
査法、訓練法及び実地指導方法等
（入院患者や在宅・施設療養患者へ
の対応を含むものであること。）に
係る研修」に関する届出について、
どのように考えればよいか。（問８）
A３　2027年５月診療分までに関す
る施設基準の届出に限っては、「口
腔機能実地指導料の施設基準に係る
届出書添付書類」（様式17の４）に
受講歴を記載する代わりに、口腔機
能発達不全症および口腔機能低下症
の実地指導に係る研修を2027年５月
までに受講予定である旨を記載すれ
ばよい。ただし、2027年６月診療分
以降も引き続き算定する場合は、当
該研修の受講歴を記載した上、再
度、施設基準に係る届出を行う必要
がある。なお、受講の申込みをして
いたが受講が認められなかった場合
や受講を中断する場合には、遅延な
く届出を辞退すること。
編注  実地指の口腔機能指導加算
（12点）に代わる評価として、口腔
機能実地指導料（46点・口指導）が
新設。
　施設基準の研修は１年間の経過措
置がありますが、2026年６月以降算
定する際には届出が必要です。協会
では４月29日14時から企画していま
す（案内下記）。ぜひご参加くださ
い。すぐの受講が難しい場合でも、
この１年は上記の通り「2027年５月
までに受講予定」と記載して届出可
能です。

目以降の場合」が新設されたが、他
の保険医療機関で当該評価料を算定
した後に転医し、自院で同一の疾患
についてリハビリテーション実施計
画書を作成した場合は、「初回の場
合」と「２回目以降の場合」のいず
れの点数を算定すればよいか。
Ａ４　リハビリテーション総合計画
評価料１および２のいずれでも、自
院で初めてリハビリテーション総合
計画評価料を算定する場合は、他の
保険医療機関での算定の有無にかか
わらず、「初回の場合」として算定
します。
Ｑ５　例えば脳梗塞の再発により脳
血管疾患等リハビリテーションの起
算日が再設定された場合など、同一
疾患について起算日が再設定された
後に、再度リハビリテーション総合
計画評価料を算定する際は、「初回
の場合」と「２回目以降の場合」の
いずれの点数を算定すればよいか。
Ａ５　起算日が再設定され、改めて
リハビリテーション総合実施計画書
を作成・評価等を行った場合には、
「初回の場合」を算定します。
Ｑ６　改定前にリハビリテーション
総合計画評価料１または２を算定
し、６月１日以降に再度同じ区分の
リハビリテーション総合計画評価料
を算定する場合、「初回の場合」と
「２回目以降の場合」のいずれの点
数を算定すべきか。
Ａ６　改定前に算定していた場合に
は、６月以降は「２回目以降の場
合」として算定します。
Ｑ７　リハビリテーション実施計画
書またはリハビリテーション総合実
施計画書の写しに説明日および説明
者の記載がない場合はカルテに記載
することとされたが、説明の内容も
カルテに記載する必要があるか。
Ａ７　不要です。ただし、患者から
の計画に対する意見等、特に記載す
べき事項がある場合は、カルテにご
記載ください。

2026年３月23日厚労省「疑義解釈
資料の送付について（その１）」
より抜粋・改変歯科歯科 医科医科①新点数新点数ＱＱ＆＆ＡＡ

【医科】４月の診療報酬等の
 お問い合わせ対応の停止期間について
　2026年度診療報酬改定への対応のため、以下の期間については、診療報酬
に関するお問い合わせを終日停止させていただきます。
　レセプト請求、減点、施設基準に関する問い合わせや、診療報酬改定に
関するご質問等は下記期間以外でお願いいたします。
　新規指導・個別指導・適時調査等の相談は、引き続き☎078－393－1840
でお受けいたします。また、改定に関する情報は随時、特設ホームページ
やFAXニュース等で情報発信に努めて参りますので、何卒ご理解のほどよ
ろしくお願い申しあげます。

■停止期間　①４／８（水）～４／10（金）
 ②４／14（火）～４／17（金）
■2026年度診療報酬改定特設ページ　
　　　　　　http://www.hhk.jp/kaitei2026/

▼改定特設ページ

日　時　４月29日（水・祝）14時～17時
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　「口腔機能発達不全症および口腔機能低下症の診断の概要、検査法。指導料の点数概略」
 かわむら歯科院長（伊丹市）　川村一喜先生
「訓練法、実地指導方法と評価など（入院患者や在宅・施設療養患者への対応含む）」
スマイルMFTⓇ代表、タケバ歯科クリニック（西宮市）　熊谷周子歯科衛生士
定　員　200人　　参加費　お１人1,000円（受講証当日発行）〈手鏡持参〉
対　象　歯科会員医療機関に勤務する歯科衛生士の方限定

口腔機能実地指導料の施設基準研究会

６月改定準拠

「歯初診」「外安全」「外感染」
「口管強」「歯援診」「歯援病」

日　時　５月10日（日）14時～17時30分
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　甲南医療センター歯科口腔外科部長　古土井春吾先生
定　員　200人　　参加費　1,000円（受講証当日発行）
対　象　歯科医師、歯科会員医療機関の歯科助手・歯科衛生士
※ 「歯初診」は４年以内の受講が必要！研修要件に追加された「抗菌薬

適正使用」も解説します！

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1809まで

2026年度診療報酬改定特集ページ2026年度診療報酬改定特集ページ
協会ウェブサイト
内に開設中！
改定研究会の詳細
やQAなど最新情
報はこちらから

歯科衛生士対象研究会

歯科施設基準研究会
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頻
発
す
る
列
車
の
人
身
事
故

世
界
中
に
平
和
と
繁
栄
を

も
た
ら
せ
る
の
は
？

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修
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会
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中央区　　武村　義人

殺傷能力のある武器
輸出は「憲法違反」

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
14
日

に
西
宮
市
の
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
林
医
院
で
、
第
19
回
被
災
地

交
流
／
物
品
・
物
産
展
を
開
催
。

　

気
仙
沼
に
本
拠
地
を
お
く
「
か

け
あ
し
の
会
」
に
よ
る
東
北
の
物

産
販
売
に
く
わ
え
、
一
昨
年
の
能

登
半
島
地
震
被
災
地
や
、
戦
時
下

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

物
品
・
作
品
を
販
売
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
の
行
っ
て
い
る
被

災
地
訪
問
・
線
量
測
定
の
記
録
、

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
、
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
居
住
す
る
戦

災
被
災
者
の
日
記
や
、
日
本
に
住

む
ク
ル
ド
人
の
方
々
の
暮
ら
し
な

ど
パ
ネ
ル
の
展
示
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
30
年
に
あ
た
り
協
会
・
支

部
が
作
成
し
た
書
籍
の
販
売
も
行

い
、
参
加
者
に
買
い
物
を
楽
し
み

な
が
ら
震
災
の
経
験
や
協
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
し
た
。

　

当
日
は
「
か
け
あ
し
の
会
」
か

ら
新
鮮
な
玉
ね
ぎ
の
販
売
や
、
蒸

し
牡
蠣
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
牡
蠣
の
大
き
さ
に
驚
き

な
が
ら
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

能
登
半
島
地
震
被
災
地
か
ら

は
、
能
登
町
で
被
災
し
た
市
民
ら

が
能
登
町
・
三
波
公
民
館
に
集
ま

り
、
使
わ
な
く
な
っ
た
漁
網
を
手

編
み
し
た
サ
コ
ッ
シ
ュ
を
販
売
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
は
、
故
郷
を

追
わ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
絵
画

・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
加
え
、
現
地

の
記
念
切
手
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、

木
工
作
品
、
調
味
料
な
ど
の
名
産

品
も
販
売
さ
れ
た
。

　

両
医
院
と
も
に
多
数
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
、
参
加
者
か
ら
は

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
と
知

り
、
も
う
そ
ん
な
に
経
つ
の
か
と

驚
い
た
」「
め
ざ
ま
し
く
復
興
し

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
盛
ん
に
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
原
発
事
故
が
今

も
収
束
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も

っ
と
知
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
」

な
ど
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。

（
上
）
東
北
の
玉
ね
ぎ
な
ど
物
産
品
が
大
人
気
の
林
医
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
）
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
訪
問
の
記
録
な
ど
も
展
示
し
た
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

防
衛
装
備
移
転
＝
武
器
輸
出
、

有
償
軍
事
援
助
＝
武
器
購
入
。
政

府
は
国
民
の
注
目
を
浴
び
な
い
よ

う
こ
の
よ
う
な
わ
か
り
に
く
い
表

現
を
用
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
輸
出
で
き
る
の

は
、
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監

視
、
掃
海
に
使
用
で
き
る
も
の
に

限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
２
月
25

日
、
自
民
党
の
安
全
保
障
調
査
会

は
、
こ
の
５
類
型
を
撤
廃
す
る
運

用
指
針
を
と
り
ま
と
め
政
府
に
提

言
し
た
。
ま
た
他
国
と
共
同
開
発

し
た
武
器
も
第
三
国
に
輸
出
で
き

る
こ
と
も
柱
の
一
つ
と
し
た
。

　

憲
法
前
文
「
…
わ
れ
ら
は
、
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖

と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
…
」

　

戦
禍
で
ひ
ど
い
目
に
遭
う
の
は

兵
士
だ
け
で
な
く
、
一
般
住
民
、

特
に
社
会
的
弱
者
で
あ
る
高
齢
者

や
子
ど
も
で
あ
る
。

　

日
本
製
、
ま
た
は
共
同
開
発
し

た
〝
殺
傷
能
力
〞
の
あ
る
兵
器
が

紛
争
の
場
に
投
入
さ
れ
れ
ば
、
憲

法
前
文
の
状
況
と
は
真
逆
の
こ
と

に
な
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

現
政
権
は
強
い
財
政
出
動
で
産

業
の
成
長
を
図
る
と
す
る
。
そ
の

産
業
は
、
軍
事
産
業
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。
中
国
が
レ
ア
メ
タ
ル

の
禁
輸
企
業
名
を
挙
げ
た
こ
と
は

最
近
の
こ
と
。
そ
う
そ
う
た
る
軍

事
産
業
の
会
社
名
が
並
ぶ
。
こ
れ

ら
の
部
門
を
成
長
さ
せ
る
に
は
武

器
輸
出
三
原
則
、
５
類
型
撤
廃
が

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

全
世
界
の
人
々
が
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
と
誓

う
、
崇
高
な
日
本
国
憲
法
を
棄
損

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

決
し
て
〝
死
の
商
人
〞
と
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
団
結
、
闘
お
う

で
は
な
い
か
。

西宮市　　法西　　浩

コラム　この国はいずこへ（２）

試練の年に、
迎えるのはどんな時代か

員員

稿稿

会

投

（
３
月
15
日
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

何
よ
り
「
国
民
の
た
め
に
」
の

言
葉
は
重
い
。「
私
は
み
ん
な
の

た
め
に
」「
あ
な
た
も
み
ん
な
の

た
め
に
」「
与
え
ら
れ
た
民
主
主

義
か
ら
、
支
え
る
民
主
主
義
へ
転

換
せ
よ
」。

　

２
月
19
日
に
国
会
が
開
か
れ
、

「
２
年
間
食
料
品
の
消
費
税
ゼ

ロ
」
実
現
に
向
け
て
、
夏
前
に
中

間
ま
と
め
、
早
期
提
出
を
め
ざ

す
。
財
源
に
は
企
業
の
税
や
補
助

金
の
見
直
し
。
ど
れ
だ
け
得
ら
れ

る
の
か
。
裏
金
議
員
の
大
量
復
権

で
「
サ
ナ
エ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
来
る

の
は
バ
ブ
ル
政
治
。
い
つ
か
は
は

じ
け
散
る
。「
こ
の
先
、
待
つ
の

は
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
」。

　

私
は
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

兵
庫
保
険
医
新
聞
に
、
パ
ラ
ダ
イ

ム
（Paradigm

規
範
）
を
提
案
し

た
（
＊
）。

　

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
「
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
」
の
も
と
で
、
じ
っ
く
り

と
、
リ
ベ
ラ
ル
（
民
主
主
義
）
の

推
進
に
ま
い
進
し
た
い
。
残
念
な

が
ら
私
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
ま
だ

当
会
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
は
伝
わ

っ
て
い
な
い
。

　

「
ど
う
す
れ
ば
他
国
と
戦
争
を

し
な
い
関
係
を
作
れ
る
の
か
」。

憲
法
を
守
る
こ
と
。
ユ
ー
ト
ピ
ア

を
願
う
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
必
ず
や

っ
て
く
る
。
そ
う
信
じ
る
。

　

The sun also rises.

（
日
は

ま
た
昇
る
）。
さ
あ
、
み
な
さ
ん

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

＊
〈
参
考
文
献
〉
法
西
浩
（
２
０

２
６
）
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
向

か
っ
て
、
が
ん
ば
ろ
う
．
兵
庫
保

険
医
新
聞
２
０
２
６
年
１
月
５
日

号
．
発
行　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

こ
の
処
、
列
車
の
人
身
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
よ
う
な
気
が
す

る
。
実
家
か
ら
列
車
通
学
し
て
い

た
頃
、
事
故
現
場
を
目
撃
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
駅
員
さ
ん
は
分
断

さ
れ
た
ご
遺
体
の
処
理
に
、
ご
苦

労
さ
れ
て
い
た
の
が
子
ど
も
の
目

に
も
よ
く
わ
か
っ
た
。
鉄
道
フ
ァ

ン
と
し
て
も
、
と
て
も
辛
い
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
我
が
国
の

自
殺
者
数
は
毎
年
、
約
２
万
人
と

極
め
て
多
い
。
報
道
さ
れ
な
い
場

合
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
我
々
、
医

師
に
出
来
る
こ
と
は
、
い
か
な
る

自
死
手
段
に
せ
よ
、
他
職
種
と
連

携
し
な
が
ら
、「
自
死
」
に
至
る

の
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

　

日
常
診
療
で
、
患
者
さ
ん
の
お

顔
が
、「
何
か
、
い
つ
も
と
違
う

な
」
と
い
う
表
情
だ
っ
た
時
に
、

診
療
科
を
問
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
お

話
を
お
聞
き
す
る
姿
勢
が
、
今
の

ご
時
勢
に
は
、
こ
と
さ
ら
必
要
で

あ
る
と
痛
感
す
る
。
超
多
忙
な
診

察
中
に
、
大
変
だ
と
思
う
が
、
ひ

と
つ
し
か
な
い
命
を
守
る
た
め
に

は
致
し
方
な
い
。
精
神
神
経
科
の

先
生
に
紹
介
状
を
書
い
て
繋
ぐ
こ

と
は
、
そ
の
先
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

少
な
く
と
も
、
放
置
し
て
は
い

け
な
い
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

辛
さ
を
打
ち
明
け
る
だ
け
で
、
一

旦
は
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と

も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

（
２
０
２
６
・
３
・
11
）

　

首
脳
会
談
で
高
市
総
理
は
「
世

界
中
に
平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
せ

る
の
は
ド
ナ
ル
ド
だ
け
」
と
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
を
称
賛
。

　

こ
の
発
言
は
後
向
き
に
は
、
オ

マ
ー
ン
を
仲
介
に
し
た
会
談
で
２

／
28
朝
、
イ
ラ
ン
は
「
核
を
持
た

な
い
」「
濃
縮
ウ
ラ
ン
は
希
釈
し

原
発
に
使
う
」
と
の
回
答
を
示
し

た
の
に
、
そ
の
会
談
を
隠
れ
蓑
に

同
日
イ
ラ
ン
を
攻
撃
し
、
ハ
メ
ネ

イ
氏
殺
害
と
同
時
に
小
学
校
を
爆

撃
し
女
子
児
童
１
６
０
人
を
殺
害

し
た
こ
と
と
矛
盾
し
ま
す
。

　

前
向
き
に
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

を
開
放
し
な
け
れ
ば
イ
ラ
ン
国
内

の
発
電
所
を
壊
滅
す
る
と
威
嚇
し

仕
掛
け
た
戦
争
を
や
め
よ
う
と
し

な
い
こ
と
と
も
矛
盾
す
る
ど
こ
ろ

か
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
翌
日
、

「
日
本
は
協
力
す
べ
き
だ
」
と
発

言
。
高
市
総
理
は
停
戦
を
お
願
い

し
な
か
っ
た
の
か
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
日
本
に
出
陣
を
迫
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
イ
タ
リ
ア
の
メ
ロ

ー
ニ
首
相
は
３
／
11
の
議
会
演
説

で
、
米
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻

撃
に
つ
い
て
「
国
際
法
の
枠
外
の

介
入
」
に
当
た
る
と
の
認
識
を
示

し
ま
し
た
。
小
学
校
へ
の
攻
撃
に

つ
い
て
は
「
断
固
と
し
て
非
難
す

る
」
と
表
明
し
、
責
任
の
所
在
を

特
定
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

会
談
中
に
テ
レ
ビ
朝
日
政
治
部

の
千
々
岩
森
生
官
邸
キ
ャ
ッ
プ
の

質
問
「
な
ぜ
事
前
に
同
盟
国
に
知

ら
せ
な
か
っ
た
の
か
？
」
に
対

し
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

「Because w
e w

anted to 
surprise. 

奇
襲
を
狙
っ
て
い
た

の
で
」「W

ho knows better 
about surprise than Japan? 

奇
襲
に
つ
い
て
日
本
よ
り
詳
し
い

国
は
な
い
だ
ろ
う
」「W

hy 
didn't you tell m

e about 
Pearl Harbor? 

な
ぜ
、
あ
な
た

は
私
に
真
珠
湾
攻
撃
を
教
え
な
か

っ
た
ん
だ
？
」
こ
の
発
言
に
続
き

「He's asking me. 

彼
が
私
に

そ
う
質
問
し
て
る
ん
だ
よ
。（
彼

が
そ
ん
な
質
問
を
す
る
か
ら
、
そ

う
言
っ
た
ま
で
だ
）」
と
憤
慨
し

ま
し
た
。

　

自
分
が
し
た
不
都
合
な
行
為
を

他
人
の
せ
い
に
す
る
っ
て
、
こ
れ

ま
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ず
っ
と

や
っ
て
き
た
や
り
方
で
す
。
そ
う

い
う
性
根
を
持
っ
て
い
る
人
間
を

日
本
で
は
、「
徳
が
な
い
」
と
言

い
ま
す
。
自
分
の
行
為
を
他
人
の

せ
い
に
す
る
徳
の
な
い
人
を
日
本

人
は
友
達
に
し
た
く
な
い
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
で
付
き
合
わ
ざ
る
を
得

な
い
か
ら
付
き
合
っ
て
も
、
絶
対

に
友
達
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
人
を
高
市
総
理
は
「
バ

デ
ィ
ー
」
と
呼
ん
だ
の
で
す
。
高

市
総
理
は
普
通
の
日
本
人
と
は
違

う
感
覚
の
持
主
な
ん
で
す
ね
ぇ
。

　

高
市
総
理
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
こ
の
失
礼
な
発
言
に
対
し
て
、

何
も
仰
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
伝
え
て
い

た
ニ
ュ
ー
ス
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

人
気
番
組
「
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ョ

ー
」
の
司
会
ジ
ョ
ー
・
ス
カ
ボ
ロ

ー
氏
が
絶
句
「
大
統
領
は
通
常
同

盟
国
に
対
し
て
礼
儀
正
し
く
振
る

舞
お
う
と
す
る
も
の
で
す
」
と
。

　

高
市
総
理
に
は
「
真
珠
湾
は
大

変
申
し
訳
な
い
こ
と
を
致
し
ま
し

た
。
謝
罪
致
し
ま
す
」「
し
か

し
、
意
図
し
て
伝
え
な
か
っ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
駐
米

大
使
の
ミ
ス
テ
イ
ク
だ
っ
た
の
で

す
。
一
官
吏
の
ミ
ス
で
は
あ
り
ま

す
が
、
結
果
と
し
て
宣
戦
布
告
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
重
ね

て
謝
罪
致
し
ま
す
」「
で
す
の

で
、
深
く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

米
国
に
ご
指
導
い
た
だ
き
作
っ
た

憲
法
に
則
っ
て
80
年
も
の
間
、
唯

一
戦
争
を
し
な
か
っ
た
こ
と
こ
そ

が
そ
の
証
で
す
」
ぐ
ら
い
の
反
撃

は
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

千
々
岩
氏
の
質
問
で
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
自
分
の
始
め
た
イ
ラ

ン
へ
の
奇
襲
を
真
珠
湾
攻
撃
に
例

え
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
当
時

の
日
本
と
同
じ
こ
と
を
し
た
、
則

ち
、
国
際
法
違
反
を
自
覚
し
て
い

る
こ
と
を
自
ら
暴
露
さ
れ
た
ん
で

す
。
そ
う
で
す
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
心
の
中
を
露
わ
に
さ
せ
た
素

晴
ら
し
い
質
問
だ
っ
た
の
で
す
。

震災と平和考えるきっかけに震災と平和考えるきっかけに

◇
出
席　

22
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

第
１
０
７

回
評
議
員
会
（
５
／
17
）
特
別
講

演
「
患
者
へ
の
『
応
能
負
担
』
が

生
み
出
す
も
の
」（
講
師
：
安
藤

道
人
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
）

が
了
承
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

自
民
党
厚
生
労
働
部
会

が
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

を
了
承
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
薬
剤

費
の
４
分
の
１
を
患
者
が
負
担
す

る
「
一
部
保
険
外
療
養
」
の
創
設

を
盛
り
込
ん
だ
。

◇
医
療
運
動　

四
つ
の
声
明
ⅰ
）

「
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ

ラ
ン
へ
の
攻
撃
を
直
ち
に
中
止
せ

よ
」、
ⅱ
）「
殺
傷
兵
器
の
輸
出
解

禁
に
反
対
す
る
」、
ⅲ
）「
フ
ラ
ン

ス
の
核
弾
頭
増
強
方
針
お
よ
び
核

抑
止
力
拡
大
に
抗
議
す
る
」、

ⅳ
）「
北
朝
鮮
に
よ
る
核
兵
器
増

産
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
加
速
に
抗

議
す
る
」
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
電
子
カ
ル
テ
連
携
な
ど

を
要
件
と
す
る
新
た
な
Ｄ
Ｘ
加
算

が
創
設
さ
れ
、
外
来
診
療
の
デ
ー

タ
連
携
要
件
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
、
生
活
習
慣
病
管
理
で
は
検
査

実
施
や
成
果
評
価
が
重
視
さ
れ
、

在
宅
医
療
も
24
時
間
体
制
や
訪
問

実
績
な
ど
の
基
準
が
厳
格
化
、
物

価
対
応
料
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
拡
充
で
賃
上
げ
対
応
が
制
度

化
さ
れ
た
が
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
や
高
額
療
養
費
の
上
限

引
き
上
げ
な
ど
、
患
者
負
担
は
増

加
す
る
こ
と
、
等
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
審
査
対
策
部　

近
畿
厚
生
局
兵

庫
事
務
所
に
指
導
改
善
の
要
請

（
３
／
12
）
を
行
い
、
西
山
理
事

長
、
宮
武
・
近
重
両
副
理
事
長
ら

が
参
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

 

（
３
月
14
日　

理
事
会
よ
り
）
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診診 内内 研研
よよ りり 565

社会医療法人財団互恵会　大船中央病院
内科・感染管理室室長兼教育研修部部長 須藤　　博先生講演

浮腫のみかた ～Key Wordを手がかりに～
―一般内科医が押さえるべき身体診察と病態理解―

はじめに
　浮腫は日常診療で極めて頻度の高
い症候であるが、その背景には心・
肝・腎・内分泌・炎症・血管・薬剤
など多様な病態が存在する。内科医
にとって重要なのは、単に「むく
み」という現象を捉えるだけでな
く、“病態生理に基づいて浮腫を理
解し、身体診察によって鑑別を絞り
込む”ことである。

浮腫の本質：Na貯留による 
細胞外液過剰
　臨床的に明らかな浮腫は、４～５
Lの細胞外液増加に相当し、本質的
にはナトリウム貯留で説明される。
しばしば誤解されるが浮腫とは「水
が多い」のではなく、「Na≒生理食
塩液が多い」状態である（図）。
　したがって治療の基本戦略は、塩
分制限およびナトリウム排泄＝利尿
薬である。この共通原理は心不全、
腎不全、肝硬変など原因疾患が異な
っても変わらない。

全身性（両側性）浮腫の鑑別
　全身性浮腫は以下の五つの病態を
優先して考える。
①心不全
・ 座位で鎖骨上に頸静脈拍動が見え

る場合、中心静脈圧（CVP）上昇
を示唆する。

・ 心尖拍動を確認して、位置が鎖骨
中線より外側に偏位、触診にて持
続性に触れる（sustained apical 
impulse）場合は心機能低下を示
唆する。

・ S３・S４の触知や聴取、心雑音
は心機能低下や弁膜症を示す重要
所見である。

②肝硬変
・ アルコール多飲、HBV肝炎、HCV

肝炎の既往などの原疾患の存在、
身体所見で手掌紅斑、クモ状血管
腫、脾腫、腹水などが手がかりと
なる。検査所見でアルブミン低
下、総コレステロール低下も参考
となる。

③ 腎疾患（腎不全・ネフローゼ症候
群）

・ ネフローゼ症候群では顔面浮腫が

特徴であり、蛋白尿が診断の中心
となる。

・ 腎不全ではGFR低下に伴うNa・水
貯留が主機序である。
④糖尿病
・ 糖尿病性腎症からのネフローゼ症

候群による浮腫が中心である。
⑤甲状腺機能低下症
・ 診察ではHypothyroid speech、腱

反射弛緩相遅延、 皮膚乾燥、
T.Cho上昇などが特徴。浮腫はと
きに非圧痕性である。TSH高値、
FT４低値、原疾患（橋本病など）
による自己抗体が参考になる。

　全身性浮腫では、浮腫以外の身体
所見を拾うことが鑑別を大きく進め
る。

局所性（片側性）浮腫
　片側性浮腫では以下が重要鑑別で
ある。
①深部静脈血栓症（DVT）
・ 急性の腫脹・ 疼痛、リスク因子

（手術、不動、旅行など）を確認
する。

・ Baker嚢腫破裂はDVTと酷似する
ため注意が必要である。
②蜂窩織炎
・ 局所の発赤・熱感・疼痛を伴うの

が特徴である。足白癬や小外傷を
契機とすることが多い。

・ 下肢の蜂窩織炎では、しばしば深
部静脈血栓症と鑑別が困難なこと
がある。
③リンパ浮腫
・non-pittingで皮膚肥厚が特徴。
・ 浮腫をきたした部位より中枢側に

リンパうっ滞の誘引となる婦人科
・泌尿器・乳腺の手術歴が重要情
報となる。

鑑別診断に有用な身体診察
● 圧 痕 回 復 時 間（Pit recovery 

time、PRT）
　前脛骨部を10秒圧迫して陥凹が戻
る時間を測定する。
　ペンライトを斜めから当てて、陥
凹にできた影が消失するまでの時間
を測定する。
・ PRT＜40秒：低アルブミン血症に

よる浮腫
・ PRT＞40秒：心不全など静脈圧上

昇
●心尖拍動・S３／S４の触知
・ S４触知は高血圧心・肥大心・収

縮不全を示す。
・ 前腋窩線上に広範囲の視認可能な

心尖拍動は重症心機能低下を疑わ
せる。

高齢者に多い“原因不明”の 
浮腫
・ 高齢者では臓器疾患や薬剤による

浮腫が否定的な場合、体位（重
力 ） に よ る 浮 腫、 す な わ ち
dependent edemaがしばしば原因
となる。

・ 筋ポンプ低下・長時間の座位・低
栄養などが誘因である。治療の中
心は下肢挙上・弾性ストッキング
・活動性向上であり、利尿薬の効
果は限定的である。

薬剤性浮腫：貼付NSAIDsの重要性
・ Ca拮抗薬、エストロゲン、ピオ

グリタゾン、ドセタキセルなどが
原因薬として有名であるが、見落
とされやすいのはNSAIDsによる
Na貯留である。

・ 湿布薬（経皮吸収型NSAIDs）で
あっても作用機序は同じであり、
大量に貼付した場合には内服と同
等以上の吸収が起こりうる。特に
CKD患者では少量でも影響が大き
く注意が必要である。

若年女性に多い浮腫：三つの 
重要疾患
①Parvovirus B19感染（伝染性紅
斑）
・ 成人では浮腫・関節痛・網状紅斑

が主体となり、「身体中が痛い」
という訴えが特徴である。小児の
家族内感染が重要手がかりとな
る。
②特発性浮腫
・ 立ち仕事、過度な水分制限、ダイ

エットなど背景因子が重要とな
る。
③ 好酸球性血管浮腫（Episodic 
angioedema with eosinophilia/
Non-episodic EAE）

・ 浮腫、好酸球増多、体重増加を伴
う。多くは臓器障害に乏しく、多

くは自然に軽快するがステロイド
少量で速やかに改善する。

高齢者の手背浮腫： 
RS3PE症候群
　高齢者に急性発症する圧痕性手背
浮腫と滑膜炎を特徴とする。早期関
節リウマチやリウマチ性多発筋痛症
（PMR）との鑑別が必要であり、ス
テロイド反応性が高い。RS3PE症候
群では，悪性腫瘍を合併することが
あるので検査は行った方がよい。

まとめ：浮腫診療のKey Word
・全身性か局所性か
・pittingかnon-pittingか
・PRT（＜40秒／＞40秒）
・ 心疾患、肝硬変、腎不全／ネフロ

ーゼ症候群、甲状腺機能低下症
・NSAIDsなど薬剤の使用
・ 若年女性：ParvoB19・好酸球性血

管浮腫・特発性浮腫
・ 高齢者：RS3PE症候群、早期RA、 

dependent edema

終わりに
　浮腫は単なる“むくみ”ではな
く、多様な全身疾患を反映する臨床
指標である。身体診察を丁寧に行う
ことで、検査前の段階でも鑑別を大
きく絞ることが可能である。
（2025年10月11日、第626回診療内
容向上研究会より）

もっと便利な積立保険

※労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

春の共済募集好評受付中！

大きくなってさらにお得に

加入者数5万人、
積立金総額1兆3千億円
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あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

医事紛争リスクに

団体割引でお得

スタッフも加入OK！

しっかり増やす貯蓄型保険

介護保険Sasa*L (ササエル)
保険料が断然安い

協会
イチオシ！

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで 資料請求QRコード

図　浮腫のイメージ


